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「自然災害碑伝承碑からみる地域災害とアウトリーチ活動」
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１．はじめに

２．自然災害伝承碑の活動状況・担当委員

３．自然災害伝承碑の登録状況

４．国土地理院との連携状況（打合せ）

５．web-GISを利用した自然災害伝承碑マッっプの作成と
学会の調査結果の公開

６．今後の自然災害伝承碑の取組みの方向性
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■本発表の主旨

研究部会の自然災害伝承碑の活動状況，国土地理院との連携，web-GISを利
用した自然災害伝承碑マップの作成、調査結果の公開、及び今後の取組みの方
向性について報告する． 3
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本日の発表 （5名）
北海道支部，北陸支部
東北支部、九州支部，本部

本日発表者：矢田純（カミナガ・WG）



発表順
プログ
ラムNo.

時間. 発表タイトル 著者（名前） 著者（所属）

1 32 15：50～16：50 【招待講演】自然災害伝承碑プロジェクトの第二ステージへの期待 〇川崎　茂信
元国土地理院長

国土技術研究センター

令和6（2024）年研究発表会（高松） 特別セッション「自然災害伝承碑から解き明かす地域災害」
令和6年10月10日（木）15:50-17:35 ■川﨑茂信元国土地理院長招待講演、及び部会，九州支部，北海道支部活動状況
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（※1）2025.9.6～7：日本応用地質学会・北陸支部：

第10回防災推進国民大会（ぼうさいこくたい2025 in 新潟）：自然災害伝承碑のブース展示による参加

（※1）



自然災害伝承碑調査地点（全国）
日本応用地質学会災害地質研究部会
調査数：1346箇所（調査票作成405箇所）

2025年9月25日時点
背景図：地理院地図
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1.地震 2.津波 3.洪水 4.高潮
5.土砂
災害

6.火山
災害

7.その
他

複数
災害

掲載 非掲載 1.地震 2.津波 3.洪水 4.高潮
5.土砂
災害

6.火山
災害

7.その
他

複数
災害

掲載 非掲載

01.北海道 33 33 1 6 5 15 10 (4) 15 18 25.滋賀県 31 1 25 6 1 (2) 29 2
02.青森県 2 1 1 1 2 0 26.京都府 101 6 31 54 10 22 (14) 30 71
03.岩手県 11 11 11 10 1 27.大阪府 167 13 11 89 18 4 60 (28) 27 140
04.宮城県 56 33 56 49 7 28.兵庫県 105 14 50 3 49 4 25 5 (28) 97 8
05.秋田県 5 5 5 5 0 29.奈良県 31 1 26 17 1 (14) 31 0
06.山形県 30.和歌山県 148 4 35 56 82 23 (48) 80 68
07.福島県 2 2 2 1 1 31.鳥取県

08.茨城県 3 3 3 3 0 32.島根県 6 6 1 5 6 0
09.栃木県 0 33.岡山県 5 5 5 4 1
10.群馬県 7 7 1 6 7 0 34.広島県 34 34 1 6 1 26 25 9
11.埼玉県 8 8 8 7 1 35.山口県 3 3 2 1 3 0
12.千葉県 15 15 12 2 1 13 2 36.徳島県 43 43 3 22 8 1 9 38 5
13.東京都 14 14 9 2 2 1 14 0 37.香川県 14 14 1 4 2 6 12 2
14.神奈川県 6 6 2 3 4 2 38.愛媛県 7 3 1 3 7 0
15.新潟県 67 67 14 2 31 20 12 (12) 56 11 39.高知県 6 6 1 1 1 1 2 6 0
16.富山県 18 15 3 13 5 40.福岡県 22 14 3 16 7 (4) 14 8
17.石川県 7 1 2 5 7 0 41.佐賀県 95 17 1 67 11 15 8 (7) 17 78
18.福井県 42.長崎県 27 3 13 10 22 3 (21) 3 24
19.山梨県 43.熊本県 98 10 23 34 20 13 28 (17) 10 88
20.長野県 7 2 1 6 5 2 44.大分県 30 8 3 2 18 2 15 2 (12) 8 22
21.岐阜県 13 8 5 12 1 45.宮崎県 34 3 7 6 22 4 3 1 (8) 3 31
22.静岡県 3 2 1 3 46.鹿児島県 48 8 2 16 4 9 27 (10) 8 40
23.愛知県 1 1 1 0 47.沖縄県 8 3 6 1 1 1 (4) 8
24.三重県 5 5 4 1 総計 1346 405 231 226 598 67 286 55 124 (233) 686 660

災害種別 地理院地図
都道府県 調査数調査数

調査票
作成数

地理院地図災害種別
調査票
作成数

都道府県

※地理院地図掲載／非掲載は、調査時点での調べ
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■災害種類ごとの伝承碑調査割合（複数災害は重複計上）
■日本応用地質学会は，土砂災害，洪水、その他の災害碑が多い傾向にある．
■日本応用地質学会は，地震，津波は割合としてやや少ない傾向にある．

国土地理院 2025年9月25日時点 日本応用地質学会 2025年9月25日時点
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https://www.jseg.or.jp/disaster-monuments/dgis/index.html

拡大範囲

自然災害伝承碑マップ

調査票



■自然災害伝承碑の調査と教訓の展開

災害履歴の応用地質学的見解を加えた評価

災害調査研究情報の公開・利活用の推進

アウトリーチ活動による地域社会への防災知識の展開
（本研究発表会での災害地質研究部会の活動紹介・参加者募集）

行政=地域=学界の協力・連携の創出と継続

国土地理院との情報交換（打合せ），国土地理院のHPから学会の調査
票のリンク，防災教育等のアウトリーチ活動における国土地理院と学会
との専門性を考慮した共同開催など

（以上，ご聴講いただきありがとうございました）
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